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概 要Ⅰ.

◆我が国におけるセメントの工場生産は、1870年頃から始まり、コンクリ－トが鉄筋コ

ンクリ－トなどの構造用材料として使用されだされてから１２０余年が経過している。

現在では、コンクリ－トは、土木・建築における構造材として必要不可欠な材料とな

っているが、近年コンクリ－トの変質劣化現象が指摘され、建造物の保守管理上、重要

な問題として、各方面で研究されつつある。

◆コンクリ－トの耐久性を阻害する要因としては、空気中の酸類の浸透によるコンクリ

－トのアルカリ性の喪失、または浸透水によるアルカリ物質の溶出による 、塩化中性化

物が浸透して起こる 、厳しい低温環境下で、コンクリ－ト中の水分が凍結・融解を塩害

繰り返し起こす 、埋設鉄筋の発錆による 、化学薬品による 、繰り返し荷重凍害 爆裂 浸食

による振動障害などがある。

◆本工法(特公平６-15792)は、コンクリ－ト中の鉄筋の発錆を、事前に検出すると同時

に、連続的に防錆処理を行うことにより、鉄筋コンクリ－ト構造物の耐久性を維持させ

鉄筋防食方法ることを目的に開発されたものであり、鉄筋コンクリ－ト建造物における

及び鉄筋の を用いた、コンクリ－ト中鉄筋の腐食抑制工法である。腐食状態検出方法

◇

◆本工法における とは、コンクリ－ト表面に炭素繊維層で構成された陽極鉄筋防食方法

と防食する鉄筋全体を電気的に接続された鉄筋陰極との間に外部直流電源を接続し、必

要な防食電流を通電することにより鉄筋の腐食を防止する方法である。

また とは、コンクリ－ト内に腐食電位を検出する照合電極を埋設し、腐食状態検出方法

断続的に鉄筋の腐食状態を自動計測すると同時に、必要最小限の防食電流を鉄筋に通電

する方法である。

◆本工法の特徴は、陽極に非金属である炭素繊維網を使用することにより、通電時にお

ける陽極での電気化学的消耗を抑え、防食電流を連続監視装置で、自動制御することに

より、鉄筋陰極側に発生する水素の分圧を低下させる方法を採用していることである。

また、施工面においても、断面修復材に専用吹付モルタルを使用し、硬化時の収縮、

ひび割れを最小限に抑えると同時に、作業の簡素化を図っている。

炭素繊維網の採用は、金属網と比較して、取付等が容易であり、かつ保護モルタルと

一体化することにより、モルタル剥離等による陽極側の通電障害を防止している。



施工完了後は、防食効果を追跡、確認していくために、腐食電位、防食電流監視機能

を備えたモニタ盤により、連続して自動計測を行うものとする。
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メイリンシステム工法Ⅱ.

１．下地処理

1-1 コンクリ－ト下地状況調査 コンクリ－トの中性化、コンクリ－ト

鉄筋の腐食状況、鉄筋とコンクリ－ト
｜
｜ 表面とのコンクリ－ト厚さ、塩分濃度
｜
｜ 等の現状調査を行う。
｜
｜ ◆(財)日本建築総合試験所に依頼する。
｜
↓

1-2 浮き部(露筋、爆裂部)ひび 浮き部は、電動チッパ等を使用し斫り

割れ等の斫り及びＵカット とり、ひび割れ部は、ダイヤモンドカ

ッタ等を使って、Ｕカット処理をする。
｜
↓

1-3 鉄 筋 処 理 －１ サンド・ブラストを使用し、錆を完全

に除去する。
｜
↓

1-4 鉄 筋 処 理 －２ スポット溶接機等を使用し、主筋及び

帯筋を電気的に接続し、リ－ド線を外
｜
｜ 部に引き出す。
｜
↓

1-5 照 合 電 極 取 付 腐食電位測定用の照合電極を、必要箇

所に取付け、リ－ド線を外部に引き出
｜
↓ す。

◇

1-61 断 面 修 復 -1 専用の吹付モルタル（長繊維混入、特

殊急結材使用）で、欠損部及びＵカッ
｜
｜ ト部を埋め戻し復旧する。
↓

1-62 断 面 修 復 -2 型枠を組み、無収縮性コンクリ－トで

欠損部及びＵカット部を埋め戻し復旧

する。

………コンクリ－ト の場合２．陽極設置（Ａ） 全面斫り

2-1A マ － キ ン グ アンカピン打ち込み位置を、チョ－ク

｜ 等を用いてマ－キングする。
↓

2-2A ア ン カ ピ ン 打 込 み コンクリ－トドリル等で、アンカピン

用の穴をあけ、プラスチッス製アンカ
｜
｜ ピンをハンマを用いて打ち込む。
↓

2-3A モ ル タ ル 吹 き 付 け モルタルガン等を使用し、陽極固定用



｜ のモルタルを吹き付ける。
↓

2-4A 陽極(カ－ボンネット)取付 アンカピンに陽極を取付け、陽極固定

用モルタルに、カ－ボンネット陽極お

よびリ－ド線を埋込み、リ－ド線端部

を外部に引き出す。
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